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理　　科　第 1回

注　　　意

1 　問題は 1 から 6 までで，12ページにわたって印刷してあります。

2　検査時間は 50分です。

3　声を出して読んではいけません。

4　計算が必要なときは，この問題用紙の余白を利用しなさい。

5　答えは全て解答用紙にＨＢ又はＢの鉛筆（シャープペンシルも可）を使って明

確に記入し，解答用紙だけを提出しなさい。

6 　答えは特別の指示のあるもののほかは，各問のア・イ・ウ・エのうちから，

最も適切なものをそれぞれ一つずつ選んで，その記号の の中を正確に塗

りつぶしなさい。

7　答えを記述する問題については，解答用紙の決められた欄からはみ出さない

ように書きなさい。

8　答えを直すときは，きれいに消してから，消しくずを残さないようにして，

新しい答えを書きなさい。

9　受検番号を解答用紙の決められた欄に記入しなさい。

10　解答用紙は，汚したり，折り曲げたりしてはいけません。
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1 　次の各問に答えよ。
〔問 1〕　図 1は顕微鏡を示した図である。Ａの部分の名称と，顕微鏡

の正しい操作方法を組み合わせたものとして適切なのは，次の表の

ア～エのうちではどれか。

Ａの部分の名称 顕微鏡の正しい操作方法

ア 鏡筒 　なるべく直射日光の当たる明るい場所で
使用する。

イ レボルバー 　なるべく直射日光の当たる明るい場所で
使用する。

ウ 鏡筒 　レンズを取り付けるときは，先に接眼レ
ンズ，後から対物レンズを取り付ける。

エ レボルバー 　レンズを取り付けるときは，先に接眼レ
ンズ，後から対物レンズを取り付ける。

〔問 2〕　 ば ね に 質 量 が

100 g で，円柱形のおも

りをつるした。図 2のよ

うに，おもりを水の中に

ゆっくり沈めながら，水

面からおもりの底面まで

の距離とばねののびとの

関係を調べた。図 3は，この実験の結果を表したグラフである。この実験で，おもりを水の中に

完全に沈めたとき，おもりにはたらく浮力として適切なのは，次のうちではどれか。ただし，質量

100 g の物体にはたらく重力の大きさを 1 Nとし，糸の質量は考えないものとする。

ア　 0.2 N  イ　 0.4 N  ウ　 0.6 N  エ　 0.8 N

〔問 3〕　図 4は太陽のまわりをまわる地球の動きと季

節の星座の位置を示した略図である。日本が夏至の

とき太陽の方向にある星座は，次のうちではどれ

か。

ア　いて座  イ　うお座

ウ　ふたご座 エ　おとめ座

図 1
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〔問 4〕　落下している物体にはたらいている重力について述べたものとして適切なのは，次のうち

ではどれか。

ア　重力は，地球が物体を引く力で，物体が落下するにつれてしだいに大きくなる。

イ　重力は，地球が物体を引く力で，物体が落下している間も物体が落下する前と変わらない。

ウ　重力は，物体が地球を引く力で，物体が落下するにつれてしだいに大きくなる。

エ　重力は，物体が地球を引く力で，物体が落下している間も物体が落下する前と変わらない。

〔問 5〕　硫酸銅を水の中に入れてよくかきまぜたところ，青色で透明な液になった。硫酸銅が水に

溶けた状態を表したモデルとして適切なのは，次のうちではどれか。

ア イ ウ エ

〔問 6〕　ヒトの体でアンモニアを尿素に変える器官と，尿素を血液中からこしとる器官を組み合わ

せたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。

アンモニアを尿素に変える器官 尿素を血液中からこしとる器官

ア 肝臓 じん臓

イ 肝臓 すい臓

ウ じん臓 肝臓

エ じん臓 すい臓
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2 　生徒が，電気について科学的に探求しようと考え，自由研究に取り組んだ。生徒が書いたレ
ポートの一部を読み，次の各問に答えよ。

＜レポート 1＞　ヒトの反応について

　神経は，電流によって刺激の信号を伝える。刺激に対するヒトの

反応について調べるため，図 1のように先生と 15人の生徒が輪にな

り手をつないだ。先生は，右手でストップウォッチをスタートさせ

ると同時に，左手で生徒Ａの右手をにぎった。先生はスタートさせ

たストップウォッチをすばやく生徒Ｂに渡した。生徒Ａは，すぐに

左手でとなりの人の右手をにぎった。右手をにぎられた人は，すぐ

に左手でとなりの人の右手をにぎった。この動作を順々に続け，最

後の生徒Ｂは右手をにぎられたら，すぐに左手でストップウォッチを止めた。ストップウォッチを

スタートさせてから止めるまでを 1回とし，10 回の時間を計測したとき，1回の平均時間は 3.15

秒であった。

〔問 1〕　＜レポート 1＞から，1回の平均時間をもとに，右手をにぎられるという刺激を受けてか

ら左手でにぎるという反応をするまでの生徒 1人あたりにかかった時間として適切なのは，次の

うちではどれか。

ア　 0.21 秒  イ　 0.22 秒  ウ　 0.23 秒  エ　 0.24 秒

＜レポート 2＞　発電機のしくみについて

　電気をつくるには発電機が必要である。発電所にも大きな発電機があった。そのしくみは，コイル

の中で磁石を回転させ，その運動エネルギーを電磁誘導によって電気エネルギーに変換するというも

のであった。発電所では大きな電気エネルギーをつくるためのさまざまな工夫を知ることができた。

〔問 2〕　＜レポート 2＞の大きな電気エネルギーをつくるためのさまざまな工夫について述べた

ものとして適切なのは，次のうちではどれか。

ア　発電機に使われる磁石は，どんな磁石でも電気エネルギーの量に関わることはないので，安

価なものが使われている。

イ　コイルは，コイルの巻き数を少なくするほど強い磁界をつくることができ，つくられる電気

エネルギーも大きくなるので，コイルの巻き数が少なくなるように工夫されている。

ウ　磁石の回転の速さが速ければ速いほど大きな電気エネルギーをつくり出すことができるた

め，磁石を速く回すためのさまざまな工夫がある。

エ　磁石が回転するときに起こる摩擦によって熱が発生する。その熱によってさらに電気をつく

り出すことができるため，無駄なエネルギーがないつくりになっている。

図 1
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＜レポート 3＞　イオンについて

　原子が電子を受けとるか失うことにより，電気をおびた粒子であるイオンとなる。この性質を利

用することで，イオンが移動する様子を観察する実験ができることが分かった。

〔問 3〕　＜レポート 3＞から，図 2のように，食塩

水をしみこませたろ紙をガラス板の上にしき，その

上に赤色リトマス紙を置き，中央にうすい水酸化ナ

トリウム水溶液をしみこませた糸を置いた状態で数

分間電流を流すと，赤色リトマス紙が変化する様子

が観察できる。赤色リトマス紙を変化させたイオン

と，赤色リトマス紙の色の変化を述べたものを組み

　合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。

赤色リトマス紙を
変化させたイオン 赤色リトマス紙の色の変化

ア 陽イオン 　赤色リトマス紙の中央の青色に変化した部分が，陽極側に広がった。

イ 陽イオン 　赤色リトマス紙の中央の青色に変化した部分が，陰極側に広がった。

ウ 陰イオン 　赤色リトマス紙の中央の青色に変化した部分が，陽極側に広がった。

エ 陰イオン 　赤色リトマス紙の中央の青色に変化した部分が，陰極側に広がった。

＜レポート 4＞　火成岩について

　日本は地熱発電を行っている。地熱発電は，マグマの熱を利用した

ものである。マグマは冷えて固まると火成岩とよばれる岩石になるこ

とが分かった。図 3は，ある火成岩の断面をルーペで観察し，スケッ

チしたものである。岩石全体が白っぽい色をしており，ほぼ同じくら

いの大きさで，角ばった白っぽい粒や黒っぽい粒がびっしり並んでい

た。

〔問 4〕　＜レポート 4＞から，火成岩の断面をルーペで観察するときの操作と，観察した火成岩

のでき方を組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。

火成岩の断面をルーペで観察するときの操作 観察した火成岩のでき方

ア 　ルーペを火成岩に近づけ，顔を前後に動かし，
ピントの合った位置で観察する。

　マグマが地表付近で急に冷え固まっ
てできた。

イ 　ルーペを火成岩に近づけ，顔を前後に動かし，
ピントの合った位置で観察する。

　マグマが地下の深いところでゆっく
り冷え固まってできた。

ウ 　ルーペを顔に近づけ，火成岩を前後に動かし，
ピントの合った位置で観察する。

　マグマが地表付近で急に冷え固まっ
てできた。

エ 　ルーペを顔に近づけ，火成岩を前後に動かし，
ピントの合った位置で観察する。

　マグマが地下の深いところでゆっく
り冷え固まってできた。

図 2
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3 　気象に関する観測と調べ事について，次の各問に答えよ。
＜観測＞を行ったところ，＜結果 1＞のようになった。
＜観測＞
　　ある年の5月7日から5月9日の連続した3日間，東京都のある地点において気温，湿度，風向，風
力，天気の観測記録をまとめた。その観測記録を，5月9日の湿度の変化を除いてグラフに表した。
＜結果 1＞
　　＜観測＞で表したグラフは，図 1 のようになった。

図 1
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　　次に，＜調べ事 1＞を行ったところ，＜結果 2＞のようになった。
＜調べ事 1＞
　　気温と飽和水蒸気量の関係を調べて，その一部を表にまとめた。
＜結果 2＞
　　＜調べ事 1＞の結果は，次の表のようになった。
気温〔℃〕 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
飽和水蒸気量〔g/m³〕 10.0 10.7 11.4 12.1 12.8 13.6 14.5 15.4 16.3 17.3

気温〔℃〕 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
飽和水蒸気量〔g/m³〕 18.3 19.4 20.6 21.8 23.1 24.4 25.8 27.2 28.8 30.4

〔問 1〕　次の文は，＜結果 1＞，＜結果 2＞から分かることを述べたものである。 ⑴ に当て
はまる数値として適切なのは，下のア～エのうちではどれか。

　図 1で，5月 7日午前 9時の気温は 25℃，湿度は 75％である。露点は，空気中の水蒸気が
凝結して水滴になりはじめる温度を示すので，このときの空気 1 m³ 中の水蒸気の質量から，
露点は約 ⑴ ℃であることが分かる。
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〔問 2〕　図 1の 5月 9日の湿度の変化を表すグラフとして適切なのは，次のうちではどれか。
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　　次に，＜調べ事 2＞を行ったところ，＜結果 3＞のようになった。

＜調べ事 2＞

　　日本付近の天気を調べるために，インターネットを利用して天気図を手に入れた。

＜結果 3＞

　　図 2は，＜調べ事 2＞で手に入れた天気図である。

〔問 3〕　図 2のＸ－Ｙの前線の種類と，前線が通過す

るときの雨の降り方として適切なのは，次のうちで

はどれか。

ア　温暖前線であり，短い時間に激しい雨が降る。

イ　寒冷前線であり，短い時間に激しい雨が降る。

ウ　温暖前線であり，長い時間おだやかな雨が降る。

エ　寒冷前線であり，長い時間おだやかな雨が降る。

〔問 4〕　図 2 の地点Ｐにおける気圧として適切なのは，次のうちではどれか。

ア　 1012 hPa イ　 1016 hPa ウ　 1024 hPa エ　 1028 hPa
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4 　遺伝に関する調べ事と実験について，次の各問に答えよ。
＜調べ事＞を行ったところ，＜結果 1＞のようになった。

＜調べ事＞

　　エンドウの種子の形について調べた。

＜結果 1＞

　　＜調べ事＞の結果，次の⑴，⑵の事柄が分かった。

⑴　エンドウの種子の形には，丸形としわ形という 2種類の形質があり，1個の種子には，どちら

か一方の形質しか現れない。このことから，エンドウの種子の丸形としわ形という形質は，たが

いに対立形質である。

⑵　遺伝子は，対になって存在している。エンドウの種子を丸形にする遺伝子をＡとし，しわ形に

する遺伝子をａとすると，あるエンドウの個体がもつ，種子の形に関する遺伝子の組み合わせ

は，ＡＡ，Ａａ，ａａの 3 通りが考えられる。

　　次に，＜実験＞を行ったところ，＜結果 2＞のようになった。

＜実験＞

⑴　遺伝子を，＜結果 1＞の⑵と同様にＡまたはａで表すこととする。種子の形に関する遺伝子

の組み合わせがＡＡであるエンドウの株Ｐと，ａａであるエンドウの株Ｑを用意し，株Ｐの花

を，自家受粉が起こらないように処理した。

⑵　株Ｑの花粉を使って，株Ｐの花を受粉させ，子の種子を得た。

⑶　⑵で得た種子を育てて自家受粉させ，孫の種子を得た。

＜結果 2＞

⑴　＜実験＞の⑵で，子の種子はすべて丸形だった。

⑵　＜実験＞の⑶で，孫の種子には丸形のものとしわ形のものがあり，その数は大きく異なってい

た。

〔問 1〕　＜実験＞でエンドウが受粉した後，花粉からのびる花粉管の中を移動する生殖細胞の名称

と，その生殖細胞についての説明を組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうち

ではどれか。

花粉管の中を移動する生殖細胞の名称 その生殖細胞についての説明

ア 卵細胞 　体細胞分裂によってつくられる。

イ 精細胞 　体細胞分裂によってつくられる。

ウ 卵細胞 　減数分裂によってつくられる。

エ 精細胞 　減数分裂によってつくられる。

遺伝子をＡ

の形に関する遺伝子

結果 2

＞の⑵と同様にＡまたはａで表すこととする。種子の形に関する遺

がＡＡであるエンドウの株Ｐと，ａａであるエンドウの株Ｑを用意し

家受粉が

株Ｑ

⑵で得た種子を育てて自家受粉させ，孫の種子を得た。

果

実験 形だっ

験＞の⑶で，孫の種子には丸形の
Sa
mp
le

になった。った

Ａまたはａで表すこととする。種子の形で表すこととする

ドウの株Ｐと，ａａであるエンドウの株株Ｐと，ａａであるエン

いように処理した。理した。

使って，株Ｐの花を受粉させ，子の種子使って，株Ｐの花を受粉させ，子

種子を育てて自家受粉させ，孫の種子子を育てて自家受粉させ，孫

，子の種子はす子の種

孫の種
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〔問 2〕　＜結果 2＞の⑴で得た子の種子がもつ遺伝子の組み合わせを，＜結果 1＞の⑵と同様に

表したものと，＜結果 2＞の⑵で得た丸形としわ形の種子の理論上の数の比（丸形：しわ形）を

組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。

＜結果 2＞の⑴で得た子の種子がもつ遺伝子の組
み合わせを，＜結果 1＞の⑵と同様に表したもの

＜結果 2＞の⑵で得た丸形としわ形の
種子の理論上の数の比（丸形：しわ形）

ア ＡＡ  1：3

イ Ａａ  1：3

ウ ＡＡ  3：1

エ Ａａ  3：1

〔問 3〕　＜結果 2＞の⑵で得た種子は全部で 1000 個あるとする。＜結果 2＞の⑵で得た丸形の種

子のうち，遺伝子の組み合わせが＜結果 2＞の⑴の子の種子と同じものの個数として適切なの

は，次のうちではどれか。

ア　 125 個  イ　 250 個  ウ　 500 個  エ　 625 個

〔問 4〕　＜結果 1＞，＜結果 2＞をふまえて，ある丸形のエンドウの種子Ｘがもつ遺伝子の組み

合わせについて，＜仮説＞を立てた。

＜仮説＞

Ⅰ　種子Ｘを育てて，自家受粉させ，子の種子を得る。

Ⅱ　種子Ｘを育てて，自家受粉が起こらないように処理したのち，しわ形の種子をつくる純

系のエンドウの花粉を使って受粉させ，子の種子を得る。

①　Ⅰの操作で，丸形の種子だけができたなら，種子Ｘの遺伝子の組み合わせは ⑴ であ

るといえる。

②　Ⅱの操作で，丸形の種子としわ形の種子ができたなら，種子Ｘの遺伝子の組み合わせは

⑵ であるといえる。なお，その場合，丸形としわ形の種子の数の比（丸形：しわ形）

は，理論上，およそ ⑶ となる。

　　＜仮説＞の ⑴ ～ ⑶ にそれぞれ当てはまるものとして適切なのは，下のア～ウのう

ちではどれか。

⑴  ア　ＡＡ  イ　Ａａ  ウ　ａａ

⑵  ア　ＡＡ  イ　Ａａ  ウ　ａａ

⑶  ア　 1：1  イ　 3：1  ウ　 1：3

＜結果 ⑵で

の種子と同じものの個数とし

果 2＞をふまえて，ある丸形のエンドウの種子Ｘがもつ遺伝子の

＜仮説

説＞

Ⅰ

Ⅱ 処理し

系のエンドウの花粉を使って受粉させ，子の種子

Ⅰ できた

いえ

操作 形の種

であると

Sa
mp
le

個  エ エ　　

て，ある丸形のエンドウの種子Ｘがも丸形のエンドウの種子Ｘ

た。

mp育てて，自家受粉させ，子の種子を得る育てて，自家受粉させ，子の種子

を育てて育てて，自家受粉が起こらない，自家受粉が起こ

ウの花粉を使って受粉さを使

丸形の種子だ丸形の
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5 　水溶液の性質を調べるために行った実験について，次の各問に答えよ。
＜実験＞

⑴　うすい塩酸 10 cm³ が入った試験管を 5本用意し，Ａ～Ｅとした。

⑵　試験管Ａ～Ｅに，緑色に調整したＢＴＢ溶液を 2～ 3滴加えたところ，すべての溶液が黄色に

なった。

⑶　うすい水酸化ナトリウム水溶液を，試験管Ｂに 2 cm³ ，試験管Ｃに 4 cm³ ，試験管Ｄに

6 cm³ ，試験管Ｅに 8 cm³ ，それぞれ加えた。

⑷　試験管B～Ｅをよく振り，溶液の色を観察した。

＜結果＞

　　＜実験＞の⑶で加えたうすい水酸化ナトリウム水溶液の体積と，＜実験＞の⑷の操作後の溶液

の色の関係は，次の表のようになった。

加えたうすい水酸化ナトリ
ウム水溶液の体積〔cm³〕 0 2 4 6 8

操作後の溶液の色

黄色

Ａ

黄色

Ｂ

緑色

Ｃ

青色

Ｄ

青色

Ｅ

〔問 1〕　＜実験＞の⑶で中和が起こった試験管と，＜実験＞の⑷の後の試験管Ｅの溶液の溶質を組

み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。

中和が起こった試験管 試験管Ｅの溶液の溶質

ア Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ 塩化ナトリウム，水酸化ナトリウム

イ Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ 塩化ナトリウム

ウ Ｃ，Ｄ，Ｅ 塩化ナトリウム，水酸化ナトリウム

エ Ｃ，Ｄ，Ｅ 塩化ナトリウム

実験＞の⑷

2

操作

黄

⑶

Sa
mp
le

mp
e

a
eee

の色

amamm
pmpp

Ｃ

plee
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〔問 2〕　＜実験＞の⑶で加えたうすい水酸化ナトリ

ウム水溶液の体積を横軸にとり，各試験管の溶液

中の水酸化物イオンの数を縦軸にとってグラフに

表すと，図のようになった。解答用紙の図に，ナ

トリウムイオンの数を表すグラフを，実線でかき

加えなさい。

〔問 3〕　＜実験＞の⑷における試験管の振り方と，＜実験＞で発生した物質の一つと同じ物質が発

生する操作を組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。

試験管の振り方 ＜実験＞で発生した物質の一つと同じ物質が発生
する操作

ア 　試験管を試験管ばさみではさんで持
ち，大きく振る。 　酸化銀を試験管に入れて加熱する。

イ 　試験管を試験管ばさみではさんで持
ち，大きく振る。 　炭酸水素ナトリウムを試験管に入れて加熱する。

ウ 　試験管の上の方を手で持ち，試験管
の底をこきざみに振る。 　酸化銀を試験管に入れて加熱する。

エ 　試験管の上の方を手で持ち，試験管
の底をこきざみに振る。 　炭酸水素ナトリウムを試験管に入れて加熱する。

〔問 4〕　＜実験＞の⑷の後，試験管Ａの溶液にマグネシウムリボンを入れると，気体が発生した。

この気体の名称と，マグネシウムリボンを入れたときに同じ気体が発生する溶液を組み合わせた

ものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。

気体の名称 マグネシウムリボンを入れたときに同じ気体が発生する溶液

ア 水素 試験管Ｂの溶液

イ 酸素 試験管Ｂの溶液

ウ 水素 試験管Ｃの溶液

エ 酸素 試験管Ｃの溶液

図
A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

0 2 4 6 8
0

うすい水酸化ナトリウム水溶液〔cm³〕

イ
オ
ン
の
数

〔個〕

水酸化物
イオン      

うちではど

生した物質の一つと同

酸化銀

んで持 熱す

手で持ち
に振る。

の上の方
をこき に入れて

問 4 ムリボ

の気体の名称と，マグネシウムリボンを入れたときに

と のうち

マグ

酸素

Sa
mp
leleplemmmp
l

mmmp
に入れて加

水素ナトリウムを試験管にトリウムを試験管に

　酸化銀を試験管に入れて加熱する化銀を試験管に入れて加

ち，試験管験管
。 　炭酸水素ナトリウムを試炭酸水素ナトリ

験＞の⑷の後，試験管Ａの溶液にマグ＞の⑷の後，試験管Ａの溶液

称と，マグネシウムリボンをと，マグネシウムリ

のは，次の表ののは，次

名称
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6 　電流の実験について，次の各問に答えよ。
＜実験＞

⑴　抵抗器Ａを使って図 1のような回路を組み立て，電源装置の電

圧調整つまみを回して，電圧計の示す値を 1 V，2 V，…，6 Vと

変化させ，抵抗器Ａに流れる電流の大きさを測定した。

⑵　抵抗器Ａを抵抗器Ｂ，抵抗器Ｃにかえて，同じように電流の大

きさを測定し，次の表を作成した。

電圧〔V〕 0 1 2 3 4 5 6

電流

〔mA〕

抵抗器Ａ 0 25 50 75 100 125 150

抵抗器Ｂ 0 10 20 30 40 50 60

抵抗器Ｃ 0 20 40 60 80 100 120

〔問 1〕　＜実験＞の表から，抵抗器Ａ～Ｃで最も抵抗が小さい抵抗器と，その抵抗器の抵抗の大き

さを組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。

最も抵抗が小さい抵抗器 抵抗の大きさ

ア Ａ 0.04 Ω

イ Ａ 40 Ω

ウ Ｂ 100 Ω

エ Ｃ   50 Ω

〔問 2〕　図 2のように，抵抗器Ａと抵抗器Ｃを直列につなぎ，電圧

計の示す値が 9 Vのときの回路を流れる電流の大きさを調べた。

次に，抵抗器Ｂと抵抗器Ｃを直列につなぎ，電圧の大きさは変え

ないで，回路を流れる電流の大きさを調べた。このとき，回路に

流れた電流が大きかった場合と，そのときに流れた電流の大きさ

を組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちで

はどれか。

回路に流れた電流が大きかった場合 流れた電流の大きさ

ア 抵抗器Ａと抵抗器Ｃをつないだ場合 60 mA

イ 抵抗器Ｂと抵抗器Ｃをつないだ場合 60 mA

ウ 抵抗器Ａと抵抗器Ｃをつないだ場合 100 mA

エ 抵抗器Ｂと抵抗器Ｃをつないだ場合 100 mA

図 1

電圧調整つまみ

電圧計

電源装置

抵抗器A

電流計

図 2

電流計

電源装置

電圧計

抵抗器A 抵抗器C

120

最も抵抗が小さい抵抗器と，その抵抗器の抵抗

なのは

抵抗器

Ａ

ウ

エ

図 2のように，抵抗器Ａと抵抗器Ｃを

す値が 9 Vのときの回路を流れ

抗器Ｂと抵抗器Ｃを

路を流れる

電圧計

Sa
mp
le

い抵抗器と，そのい抵抗器と，その

ア～エのうちではどれか。うちではどれか。

mmmmammaamaaammSaa
maaammSaa
mmmmmm
きさ

0.04 Ω

40 Ω40

100 Ω00 Ω

ＣＣ     505 ΩΩ

に，抵抗器Ａに，抵抗

とき
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〔問 3〕　抵抗器Ａと抵抗器Ｂを用いて，図 3のような回

路をつくった。このとき，電源装置の電圧調整つまみ

を回して電圧計の示す値を 1 V，2 V，…，6 Vと変化

させ，回路に流れる電流の大きさを測定した。それぞ

れの電圧計の示す値と回路に流れる電流の大きさとの

関係を表したグラフとして適切なのは，下のア～エの

うちではどれか。また，回路全体の抵抗の大きさは何

Ωになるか。答えは，小数第 2位を四捨五入して小数

第 1位まで求めよ。

ア イ ウ エ
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